
 

【別紙様式】  
 

令和５年度教育指導の重点及び学校経営計画  

学校番号  学  校  名  
   
 ４ ８  
 

  

土 岐 商 業 高 等 学 校  

 

学校教育目標 

 

１ ． 職 員 と 生 徒 が 一 体 と な り 、 あ ら ゆ る 教 育 活 動 を 通 し て 、 質 実 剛 健 ・ 明 朗 闊 達 な 校 風 を 樹 立 し ま す 。  

２ ． 望 ま し い 職 業 観 を 育 成 す る と と も に 、 誠 実 ・ 勤 勉 で 人 間 性 豊 か な 産 業 人 を 育 成 し ま す 。  

３ ． 普 通 教 育 と 商 業 に 関 す る 専 門 教 育 と の 調 和 の と れ た 指 導 を 通 し て 、 生 涯 に わ た っ て 、 創 意 を は た ら か せ 、 進

歩 向 上 を 図 る た め の 基 礎 的 能 力 を 育 成 し ま す 。  

 

スクール・  

ポリシー  

 
『 育 て た い 生 徒 像 』 

 
グラデュエーション・ポリシー（ＧＰ）  

 

 
『 生 徒 を ど う 育 て る か 』 

 
カ リ キ ュ ラ ム ・ ポ リ シ ー （ Ｃ Ｐ ） 

 

 
『 ど ん な 生 徒 を 待 っ て い る か 』 

 
ア ド ミ ッシ ョ ン・ ポ リシ ー （Ａ Ｐ ） 

 

 

 

・「豊かな心をもつ土岐商生」  

自分で考え行動しながら心にゆとりと自

信をもち、他人を思いやり友人を大切にし

、人間関係を充実させる生徒  

 

・「志が高い土岐商生」  

学習、特別活動、進路選択において勤勉

さと逞しさをもって失敗を恐れず挑戦し、

自らが決めた目標を貫ける生徒  

 

・「地域とのつながりを大切にする土岐商生」  

商業に関する専門性を活かしながら地域

とつながり、卒業後は即戦力のある人財と

して、地元や社会への貢献をめざす生徒  

 

 

 

 

 

 

・基礎・基本となる学力の定着を図る

ための普通教育とＩＣＴを活用しな

がらコミュニケーション能力と発信

力を育成する専門教育  

 

・高度な資格取得を目標とし、学科・

コースを自ら選択した上で取り組む

専門的な学習  

 

・地域を含む外部との連携で、実社会

の課題を知り、できることを考え実

行していく機会を体験する「探究的

な学び」  

 

 

・本校の校風と商業に関する専門的な

学習や部活動に関心があり学びたい

生徒  

 

・高校生活にしっかりとした目標を持

ち、積極的に取り組み、挑戦したい

という意欲のある生徒  

 

・地域と関わる機会があれば自ら進ん

で参加し、校内では共同・協働の機

会である部活動や生徒会活動を通じ

て、より良い社会の礎となるために

考えて行動できる生徒  



教育指導の重点  

（今年度の具体的な重点目標）  
重点目標の達成に必要な具体的取組、方策  達成度の判断、判定基準あるいは評価指標  

１基礎基本の力の定着  

 

「確かな学力 」   

「粘り強さ」  

① 「 観 点 別 学 習 状 況 評 価 」 を 踏 ま え た 指 導 と 評 価 の 年 間 計 画

（ シ ラ バ ス ） を 作 成 し ま す 。  

 

 

 

② Ｉ Ｃ Ｔ を 活 用 し た 授 業 研 究 を 進 め る と と も に 、 各 教 科 で コ

ン テ ン ツ を デ ジ タ ル 化 し 、 共 有 化 に 努 め ま す 。  

③ Ｉ Ｃ Ｔ 機 器 を 効 果 的 に 活 用 し 、 授 業 の 実 践 と 生 徒 理 解 の 向

上 に 努 め ま す 。  

④ 知 識 ・ 技 能 の 定 着 の た め 、 適 切 ・ 継 続 的 に 課 す 課 題 提 示 と

進 捗 を 確 認 し ま す 。 ま た 、 必 要 に 応 じ た オ ン ラ イ ン 対 応 に

よ り 、 コ ロ ナ 禍 に お け る 個 々 の 能 力 に 応 じ た 学 習 支 援 を 実  

施 し ま す 。  

⑤ 朝 読 書 や 天 声 人 語 の 書 き 写 し を 通 じ て 、 文 章 の 読 解 力 や 語

彙 力 を 高 め ま す 。  

➊ 学 期 ご と に 評 価 に 関 す る ア ン ケ ー ト を

実 施 し 「 評 価 に 対 し て 適 切 だ と 思 う 」

が 85％ 以 上 と な る こ と を 目 標 と し 、 分

か り や す い 評 価 基 準 の 説 明 と 評 価 方 法

の 改 善 に 努 め ま す 。  

❷ 土 岐 商 版 ビ ッ ク デ ー タ の 構 築 を 目 指 し

デ ジ タ ル コ ン テ ン ツ の 共 有 化 を 推 進 し

て 現 行 の 25％ 増 を 目 指 し ま す 。  

❸ ❹ 各 教 科 で の Ｉ Ｃ Ｔ 活 用 の 状 況 を 適 宜

調 査 し 検 証 し た う え で 、 生 徒 ア ン ケ ー

ト を 実 施 し 「 Ｉ Ｃ Ｔ を 活 用 し た 授 業 内

容 に つ い て の 理 解 度 」 の 肯 定 的 回 答 が  

88％ 以 上 と な る こ と を 目 標 と し ま す 。  

❺ 図 書 館 の 利 用 状 況 や 作 文 模 試 に よ り 評

価 し 、 貸 出 率 1 0％ 増 を 目 指 し ま す 。  

２地域連携の推進と指導  

内容の充実  

 

「共同・協働 」   

「コミュニケ ーション 」  

「課題解決力 」  

① 地 域 資 源 を 活 か し た 、 産 学 官 民 連 携 を 実 践 し ま す 。  

・ 昨 年 度 お こ な っ た ク ラ ウ ド フ ァ ン デ ィ ン グ を 活 用 し た 地 域

連 携 事 業 の 成 果 を 踏 ま え 、 地 域 に 根 差 す 資 源 を 活 用 し た 新

た な 提 案 と 実 践 を 、 産 官 学 民 が タ イ ア ッ プ し て 魅 力 あ る 新

規 格 を 提 案 し 続 け ま す 。  

・ 既 存 の 地 域 情 報 提 供 サ イ ト 「 Ｔ ｉ ｓ 」 や 土 岐 商 シ ョ ッ プ の

活 動 内 容 の 充 実 を 図 り ま す 。  

② イ ベ ン ト 等 へ の 協 力 お よ び 出 店 に よ る 活 動 の 場 の 有 効 活 用

に 努 め ま す 。  

③ 生 徒 主 導 の 中 学 校 出 前 授 業 や １ 日 体 験 入 学 な ど の 中 学 校 へ

の 働 き か け を 充 実 し ま す 。  

 

❶ ❷ 取 り 組 み に つ い て ア ン ケ ー ト を 実 施

し 「 興 味 ・ 関 心 度 が 向 上 し た 」 と 回 答

す る 生 徒 が 85％ 以 上 と な る こ と を 目 標

と し ま す 。 定 期 的 に 学 校 運 営 協 議 会 で

報 告 し ご 指 導 を 頂 き ま す 。  

➊ ❷ 協 力 関 係 機 関 に 評 価 を 含 め た ア ン ケ

ー ト を 実 施 し て 「 地 元 へ の 貢 献 度 」 や

「 教 育 活 動 と し て の 取 り 組 み 」 に つ い

て の 達 成 度 を 量 り ま す 。  

❸ 参 加 し た 中 学 生 や 保 護 者 に 対 す る ア ン

ケ ー ト か ら 、 目 的 に 対 す る 達 成 度 や 好

感 度 に つ い て 評 価 し ま す 。  

３検定試験合格に向けて  

の取り組みの充実と指  

導者の育成  

 

「チャレンジ 精神」   

「専門性」  

① 計 画 的 な 補 習 や 対 策 週 間 を 実 施 し 、 コ ー ス ご と に 検 定 対 策

に 関 わ る 指 導 の 強 化 体 制 を 構 築 し ま す 。  

② 自 ら 努 力 目 標 を 掲 げ 、 積 極 的 に 取 り 組 み 成 長 で き る 生 徒 の

育 成 に 努 め ま す 。  

③ 各 専 門 コ ー ス の 柱 と な る 資 格 取 得 の バ ッ ク ア ッ プ 体 制 を 構

築 し ま す 。 ま た 、 教 員 間 で 情 報 を 共 有 し コ ー ス の 特 色 を 生

か し た 授 業 を 実 施 し ま す 。  

❶ ❷ 授 業 ア ン ケ ー ト に お い て 「 検 定 対 策

に 関 わ る 指 導 の 充 実 度 」 が 8 5％ 以 上 と

な る こ と を 目 標 と し ま す 。  

❸ 各 コ ー ス の 柱 と な る 資 格 の 取 得 率 が 前

年 度 よ り も 高 い 数 値 に な る こ と を 目 指

し ま す 。  



 

４生徒指導は、基本的生  

活習慣を確立し、生徒  

の規範意識の高揚をは  

かる  

 

「基本的生活 習慣」   

「礼儀」   

「思いやりの 心」  

①  商 業 人 に 必 要 な 基 本 的 生 活 習 慣 を 身 に 着 け ま す 。  

・ 志 を 高 く 、 思 い や り の あ る 行 動 が と れ る よ う に 商 道 徳 を 学

び 、 自 ら 判 断 し 行 動 で き る よ う に 努 め ま す 。  

・ 「 遅 刻 防 止 」 「 挨 拶 」 「 身 だ し な み 」 に 重 点 を 置 き 、 全 職

員 が 共 通 理 解 の も と 指 導 し ま す 。  

② 全 職 員 に よ る 交 通 安 全 指 導 の み な ら ず 、 Ｍ Ｓ リ ー ダ ー ズ や

生 徒 会 、 委 員 会 活 動 を 活 用 し 、 生 徒 同 士 の 働 き か け に よ っ

て 問 題 意 識 を 深 め ま す 。  

③ 生 徒 の 様 子 や 人 間 関 係 の 実 態 を 的 確 に つ か む と と も に 、 保

護 者 と 連 携 し て 生 徒 を 見 守 り ま す 。  

❶日常におけるマナーについて評価します。  

外部評価の項目「生徒の礼儀作法やマナー  

指導が積極的に行われている」の肯定的意  

見の回答が95％以上を目指します。  

 

❷交通事故件数ゼロを目指して指導します。  

❸年２回の「ハイパーＱＵ」や年３回の教育  

相談アンケートにより生徒の実態を把握し  

ます。  

５特別活動を通じて所属  

意識を高め、母校愛を

育む  

 

「共同・協働 」   

「コミュニケ ーション 」  

① 部 活 動 を 通 し て 人 間 形 成 を 行 う た め に 、 常 に 目 標 を 定 め な

が ら 練 習 に 工 夫 を 凝 ら し 技 能 を 高 め る 取 組 を 行 な い ま す 。  

② 委 員 会 活 動 を 活 発 に す る と と も に 、 自 主 的 な 活 動 と な る よ

う 支 援 し ま す 。  

❶各部活が上位入賞を目指します。また、途  

中退部者が出ないように良好な人間関係を  

築き、部活動加入を積極的に促す。  

❷各行事終了後、アンケート調査により改善  

点を次に生かします。  

６進路指導は、自己の生  

き方を考え、主体的に  

進路を選択し実現する  

ことができる能力や態  

度の育成  

 

「自立・自律 」   

「向上心」  

① 望 ま し い 勤 労 観 ・ 職 業 観 を 育 成 し ま す 。  

② 学 年 に 応 じ た キ ャ リ ア 教 育 を 推 進 し 、 将 来 の 夢 や 希 望 の 実

現 に 向 け て 主 体 的 な 進 路 選 択 が で き る よ う 情 報 提 供 に 努 め

、 ガ イ ダ ン ス の 機 能 を 充 実 さ せ ま す 。  

③ 「 行 き た い 大 学 」 「 就 き た い 職 業 」 へ の 進 路 を 実 現 で き る

よ う 確 か な 学 力 や 専 門 的 な 知 識 ・ 技 能 を 身 に 付 け る た め の

指 導 を 充 実 さ せ ま す 。  

❶インターンシップの自己評価・企業アンケ

ートにより、達成度を確認します。  

❷進路ノートの活用状況やキャリア・パスポ

ートの内容から、主体的に取り組めたか評

価します。大学見学会や就職ガイダンスへ

の参加率100％を目指します。  

❸朝のＳＨＲで実施する一般常識や入社試験

対策の小テストの正答率が７割を超えるよ

うに指導し、希望進路達成率 100％を目指

します。  


